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1.人工芝とは?

人工芝(Artificial turf)とは?

‣ 天然芝と違って年中均一な外観とコンディションが維持でき、

除草、散水、肥料やりなどをしなくてもメンテナンスフリーで

経済効果のある商品です。

‣ 施工が容易で、スポーツ施設・室内外インテリアなど幅広く使われて

います。

人工芝の長点

‣ 天然芝のように自然な外観と風合い

‣ メンテナンスフリーで施工後、管理が非常に便利

‣ 長期間の品質保持が可能

‣ 優れた耐久性・復元力・排水性・衝撃吸収性

‣ はさみやカッターでもカットできてより便利に施工可能
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1.人工芝とは?

⁘人工芝の構成

原糸 ‣ パイル ‣ 人工芝

乾湿式ハイブリッド紡糸によって製作されたセラミック・モノフィラメ

ント(Monofilament)原糸を利用し、専用タフティング(Tufting)設備で

パイル(Pile)を構成する方式です。

⁘原糸の形

‣ 圧縮紡糸によって直毛・半植毛・クランプ糸(曲毛)の3種類に分類

され、芝丈の単位はｍｍに区分します。

クランプ糸(曲毛)半直毛直毛

原糸(Yarn) パイル(Pile) 人工芝

原料で加工された「糸」の形 構成されたパイル全体の名称原糸が人工芝を構成する単位

※原糸は原料から1次抽出時に圧縮成形によって形が変わります。
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⁘パイル製織方式

‣ 原糸で3種類のパイルを製織可能

‣ 原糸を基布に植毛する方式で区分 (モノ・二重織・組糸の3種類)

モノ(Mono)方式

一つの針に一つの原糸を
製織する方式

二重織(1by1)方式

2つの針にそれぞれの原
糸を順次製織する方式

組糸(Twisted)方式

一つの針に二つの原糸を
製織する方式

人工芝の側面 人工芝の裏面

1.人工芝とは?
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⁘人工芝の床面 »基布の構成

‣ 基布(Woven fabrics)とは人工芝の床面であって、 主パイル・副パイルを

編み込む生地です。

‣ 上段から①PP基布+②スパン基布+③網目+④床裏コーティング

(Backing)の順番で構成します。

⁘人工芝の床裏コーティング »基布のバッキング(Backing)

‣ 基布のバッキング(Backing)とは？

人工芝を構成するために基布の床裏をコーティングする製造方式であって、

床の裏面をコーティングした後、人工芝の原糸を基布に接着させ、

人工芝の寿命と耐久性がのばせます。

• PEコーティング: 人工芝材質(PE)とコーティング材質(PE)が同じ場合はリサイクルが容易

• PUコーティング: PU材質の人工素材であってコーティング力が非常に優秀

• SBR Latexコーティング： 韓国人工芝業界で広く使用されるPEコーティングより

製品の引抜力または耐久性を優秀に維持させるコーティング剤です。

• 基布の構成

①PP基布

②スパン基布

③網目

④床裏コーティング• 基布の種類

PP基布
スパン基布
2重基布
2重基布+網目

1.コーティング方式: 上段噴射方式 2.コーティング方式: 下段接着方式

最新SBR Latexコーティング上段噴射方式は自社専用設備で人工芝の完成度をよりよく高めます。

1.人工芝とは?
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⁘材質(原料)による分類

‣ 原糸に使用される材質は多くPP(ポリプロピレン) 、PE(ポリエチレン) 、NY(ナイロン)となります。

‣ 製織の際に使用される原糸材質によって人工芝を構成するパイル(Pile)の用途が決定されます。

‣ 施工環境、経済性、より良い効率性のため、製織の際には二重織・合糸方式で多様な人工芝の生産が可能です。

原糸材質
PP
PE
NY

パイル構成
PP
PE
NY

PE+PP

PP材質
原糸(Yarn)

• 材質が粗くて硬いので短い長さで製織

• 限界寿命が短く、弾性力も弱い

• 値段が安いので室内用として適合

• スポーツ用としては不適合

PE材質
原糸(Yarn)

• 弾性力と復元力が優れていて、柔らかくて

丈夫な材質

• 値段は高くても耐久性が良いのでスポーツ

用施設に主に使用される。

NY材質
原糸(Yarn)

• PP材質より柔らかい

• PPとPEの中間材質特性を持っていて室内外の

ガーデンなどに広く使用される。

• 主にゴルフ用として使用される。

PE+PP
パイル(Pile)

• PE原糸+PP原糸

• 2重特性を持つ

1.人工芝とは?



⁘人工芝 <ガーデン用>

‣ カフェ・ドッグカフェ・庭・屋上・バルコニー・テラス用で

広く使われます。

‣ PE+PP 材質

‣ 緑色+浅黄色の構成で天然芝のような演出が可能です

‣ 製品サイズ 1ロール 2m× 25m (50m²)

1ロール 4m× 25m (100m²)

モデル 規格

材質: PE(外芝)+PP(内芝)

芝丈(パイル高さ): 20mm

色: 緑色+浅黄色

形態: 直毛+クランプ糸(曲毛)

構造: 2重構造

製織方式: タフティング(Tufting)

バッキング: SBR Latex コーティング

排水性: 180(mm/h) 以上

材質: PE(外芝)+PP(内芝)

芝丈(パイル高さ): 28mm

色: 緑色+浅黄色

形態: 直毛+クランプ糸(曲毛)

構造: 2重構造

製織方式: タフティング(Tufting)

バッキング: SBR Latex コーティング

排水性: 180(mm/h) 以上

材質: PE(外芝)+PP(内芝)

芝丈(パイル高さ): 35mm

色: 緑色+浅黄色

形態: 直毛+クランプ糸(曲毛)

構造: 2重構造

製織方式: タフティング(Tufting)

バッキング: SBR Latex コーティング

排水性: 180(mm/h) 以上

JML 20 (ガーデン用20)

JML 28 (ガーデン用28)

JML 35 (ガーデン用35)

ガーデン用人工芝の施工例

8

2.製品紹介



⁘人工芝 <スポーツ用>

‣ 野球場・サッカー場・フットサル場・テニスコート

バドミントンコートなどのスポーツ専門施設用として

多く使用されます。

‣ PE 材質

‣ 製品サイズ 1ロール 2m× 25m (50m²)

1ロール 4m× 25m (100m²)

9

2.製品紹介

スポーツ用人工芝の施工例



10

⁘人工芝 <スポーツ用>
モデル 規格 モデル 規格

材質: PE(ポリエチレン)

芝丈(パイル高さ): 20mm

色: 緑色

形態: 直毛

構造:単一構造 (モノ)

製織方式: タフティング(Tufting)

バッキング: SBR Latex コーティング

排水性: 180(mm/h) 以上

材質: PE(ポリエチレン)

芝丈(パイル高さ): 20mm

色: 緑色+浅黄色

形態: 直毛+クランプ糸(曲毛)

構造: 2重構造

製織方式: タフティング(Tufting)

バッキング: SBR Latex コーティング

排水性: 180(mm/h) 以上

材質: PE(ポリエチレン)

芝丈(パイル高さ): 35mm

色: 緑色

形態: 直毛

構造:単一構造 (モノ)

製織方式: タフティング(Tufting)

バッキング: SBR Latex コーティング

排水性: 180(mm/h) 以上

材質: PE(ポリエチレン)

芝丈(パイル高さ): 35mm

パイル色: 緑色+浅黄色

パイル形: 直毛+クランプ糸(曲毛)

パイル構造: 2重構造

製織方式: Tufting

バッキング: SBR Latex コーティング

排水性: 180(mm/h) 以上

材質: PE(ポリエチレン)

芝丈(パイル高さ): 55mm

色: 緑色

形態: 直毛

構造:単一構造 (モノ)

製織方式: タフティング(Tufting)

バッキング: SBR Latex コーティング

排水性: 180(mm/h) 以上

材質: PE(ポリエチレン)

芝丈(パイル高さ): 35mm

色: 緑色+浅黄色

形態: 直毛+クランプ糸(曲毛)

構造: 2重構造

製織方式: タフティング(Tufting)

バッキング: SBR Latex コーティング

排水性: 180(mm/h) 以上

JMS 20 (スポーツ20 単一)

2.製品紹介

JMS 35 (スポーツ35 単一)

JMS 55 (スポーツ55 単一)

JMS 20 (スポーツ20 二重)

JMS 35 (スポーツ35 二重)

JMS 35 
(スポーツ35高密度)
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⁘排水用基布

従来の人工芝用基布は排水用穴を通して排水され、短期間に多量の排水効果は期待できませんでしたが、新しく開発された全面排水

用基布は全体にかけて効率良く排水が可能です。

3.排水用基布

SBRラテックスコーティングされた既存基布の排水イメージ 全面排水できる新基布のイメージ

全面排水用基布既存基布

排水用穴
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⁘充填材

材料による充填材選択

1次充填材

2次充填材

SEBS (シリカ弾性ゴムチップ)
ECOシリカを含有していて汚染物質・細菌・重金属を吸着し分解

する作用や、抗菌・毒性中和・水質浄化作用の効果があり、弾力
性と伸縮性が優れていて運動競技力維持および怪我防止効果
がある２次充填材です。
1m²当たり5~11kg程度を充填します。

用途に応じた推薦充填量

人工芝 充填材

長さ モデル 1次 2次

スポーツ用

mm JMS 珪砂(KG) 弾性チップ(KG)

20
PE_単一構造 25± 5 -

PE_二重構造 23± 5 -

35

PE_単一構造 30± 5 5± 3(選択可能）

PE_二重構造 28± 5 5± 3(選択可能）

PE_二重高密度 25± 5 9± 3(選択可能）

55 PE_単一構造 35± 5 11± 3(選択可能）

ガーデン用

mm JML 珪砂(KG) 弾性チップ(KG)

20 PE+PP_組糸 18± 5 -

28 PE+PP_組糸 20± 5 -

35 PE+PP_組糸 23± 5 -

充填材の使用量(KG)は 1m²(1m× 1m)基準
JMN・JMP(一般用・ゴルフ用)は充填材を使用する必要はありません。

40・45・65mmなど規格外の製品も注文生産可能

4.充填材

珪砂(沙)

人工芝の床面に熱処理された沙を充填、荷重を加えることによ
り芝を立たせ固定し、衝撃吸収・排水性向上・温度上昇抑制な
どの効果があります。
1m²当たり15~35kg程度を充填します。
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⁘補助材

上段充填材・下段補助材の施工方式

上段
充填材

下段
補助材

充填材: SEBS
(シリカ弾性ゴムチップ)

充填材: 珪砂(沙)

補助材: ジョイントテープ
補助材: タ―ポリンシート

(防水シート)

補助材: 不織布(ゴルフ場のみ)

下地: 土、コンクリート

充填材層A

充填材層B

補助材層A

補助材層B

地盤層

上段充填材・下段補助材の説明詳細

充填材: SEBS(シリカ弾性ゴムチップ) – KS規格商品
熱可塑性エラストマー樹脂で重金属を遮断(GR認証)し、特有の香り

がなく弾力性と伸縮性が優れていて運動競技力維持および怪我防
止効果がある２次充填材です。

充填材: 珪砂(沙)
人工芝の床面に熱処理された沙を充填、荷重を加えることにより芝
を立たせ固定し、衝撃吸収・排水性向上・温度上昇を抑制する効果
があります。

補助材: ジョイントテープ
ジョイントテープ上段にウレタンボンドを塗った後、人工芝同士の接
触面を繋ぐことによって継ぎ目を目立たなくする役割をします。

補助材: タ―ポリンシート(防水シート)
テント材として使用される防水用施工材であって、庭・ベランダ・屋上
などのコンクリート下地に人工芝を施工する時、人工芝を繋ぎ合わ
せる用途で使われます。一般的にジョイントテープとターポリンシー
トの中で一つを選んで施工します。

補助材: 不織布(ゴルフ場のみ)
固い下地(コンクリート・岩盤材質)の上に施工して人工芝の床裏を

円滑に地面と接地させます。また、高い遮光性により地面から伸び
る雑草の成長を抑制して人工芝の寿命を延ばせる効果もあります。
（ゴルフ場のみ使用されます）

5.補助材
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⁘生産工程 4段階

原糸の紡糸 1,2次冷却(Cooling) デニール(Denier) 調節 コイリング(Coiling)

ボビン(Bobbin) セッティング 針(needles) セッティング 原糸植毛 1次 Q.C

①紡糸工程: 人工芝の原料を利用してモノフィラメントの「糸」形で原糸を製作する工程

②製織工程: 基布面に原糸を植え付ける工程

原料から原糸抽出工程 原糸の冷却化工程 原糸の太さ調節工程 原糸を糸巻きする工程

糸巻セッティング 糸巻に針をつなぐ 基布に植毛する工程 1次 不具合有無検査

6.生産工程
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⁘生産工程 4段階

③バッキング(Backing)工程: 基布の床裏をコーティング処理した後、原糸と基布を編み込む工程

バッキング準備 ラテックス・コーティング 乾燥機 2次 Q.C

Cut / Packing 出庫 / 配送 施工 施工完了

④裁断・梱包: 注文された製品のサイズに合わせて裁断・梱包

生地投入 上段噴射方式コーティング コーティング剤の乾燥過程 2次 完製品検査

サイズ裁断・梱包 出荷 用途別施工 人工芝施工完成

6.生産工程



16

⁘施工方法

1) 下地処理

• 下地を掃除した後、水分を除去します。
• きれいになった下地に人工芝を敷いてサイズを

合わせます。
(人工芝の継ぎ目ずれなどないように施工します）

• サイズを合わせないと人工芝を切らなければなり
ませんので注意ポイントです。

2) 接着方法

A.接着方法: ジョイントテープ使用の場合

人工芝を適当な大きさで折り返します。ジョイント
テープにウレタンボンドを塗り広げた後、折り返し
た人工芝を元に戻して接着します。

B.接着方法: 接着剤使用の場合

サイズを合わせた人工芝を半分めくり、接着剤を
床裏に塗り広げます。10~20分後、人工芝を元に
戻して下地に固定させます。

※ボンドは専門ボンド・ウレタンボンドなどを使用し、
室内で作業する際は臭いに注意します。

3) 裁断

• 人工芝の元に戻した後に両側が重ならないか、間

隔が開いてないか、ジョイントラインが曲がっていな
いかを確認しながら両側の継ぎ目が目立たないよう
に施工します。継ぎ目が合わない場合はさみで整理
します。

4) 充填材施工

• 充填材は沙・ゴムチップの順番で施工され、人工
芝のパイルが1cmほど外に見えるようにします。
• 充填材は主にスポーツ用施工の際に使用されま
す。

7.施工手順

単一構造施工 2重構造施工 3重構造施工

充填材A - ゴムチップ

充填材B - 沙

補助材A (ジョイントテープ・タ―ポリンシート)

下地(土・コンクリート)
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⁘認証書

KS MARK 認証書 QA 認証書 ISO 9001 認証書 ISO 14001 認証書

8.認証書
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⁘認証書

遠赤外線品質 認証書
(人工芝用 原糸)

ECO MARK 認証書遠赤外線品質 認証書
(人工芝)

遠赤外線品質 認証書
(人工芝用 充填材)

8.認証書


